
Ⅲ　【連結会計】（普通会計+企業会計+公社+特別会計+3セク）

１　作成の目的

２　作成の基準

　（1）対象会計

○普通会計（一般会計、公共用地先行取得事業特別会計、土地区画整理事業特別会計）

○公営事業会計

　(公営企業法適用企業会計)水道事業会計、市立病院事業会計

　(公営企業法非適用企業会計)交通事業特別会計、魚市場事業特別会計、下水道事業特別会計

　(公営企業法非適用企業会計)漁業集落排水事業特別会計

　(その他公営事業)国民健康保険事業特別会計、老人保健医療事業特別会計

　　　　　　　　　介護保険事業特別会計、公共駐車場事業特別会計

○土地開発公社

○塩釜港開発株式会社

　（2）作成基準日　平成２０年３月３１日

　（3）各会計間の調整

３　市全体のバランスシートの概要

　（1）普通会計との比較

【連結会計】（普通会計+企業会計+公社）

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

市民１人当り

資産
８１５億円

負債
３６８億円 資産

１３９万円

負債
６３万円

正味資産
４４７億円

正味資産
７６万円

　本市には、普通会計の他に８つの特別会計と２つの企業会計があり、市民生活に密着したさまざ
まな事業を行っていますが、こうした事業は別々に決算を行ったり、会計処理をしていることか
ら、塩竈市全体の資産、負債の状況を示すため、連結バランスシートを作成しました。

　ただし、塩釜港開発株式会社は決算期が異なることから、直近の決算（H18.10.1～
H19.9.30）を連結の対象とした。

市民１人当り

資産
１１２万円

　普通会計のバランスシートと各会計単位のバランスシートを単純合算し、ひとつの会計単位
とするために、投資と資本、債権･債務、内部取引等の相殺消去をしています。
　具体的には以下のとおりとなっています。
○地方公営企業法が適用されている水道事業会計と一部適用されている病院事業会計におい
て、資本の部に計上されている借入資本金を借入金勘定と翌年度償還予定額とに振替えていま
す。

○普通会計から土地開発公社への出資金と土地開発公社の基本金とを相殺消去しています。

○普通会計から塩釜港開発株式会社への出資金と同社の資本金とを相殺消去しています。

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

【普通会計】

資産
６５８億円

負債
４０万円

正味資産
４２１億円

正味資産
７２万円

負債
２３７億円

○普通会計から土地開発公社及び企業会計への貸付金と土地開発公社及び公営企業の借入金と
を相殺消去しています。
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【連結会計】

（普通会計+企業会計+公社+特別会計+3セク）

（Ｈ20.3.31現在　58,733人で算出）

(単位：億円)

A B C

塩　竈　市

２３７

６５８

５７９

普通会計

正味資産
１０１万円

資産合計

　うち有形固定資産

負債合計

Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ
連結

１，３４６

１，２４０

７５４

市民１人当り
で見ると

市民１人当り

資産
１３４６億円

負債
７５４億円 資産

２２９万円

負債
１２８万円

正味資産
５９２億円

８１５ １．２倍

７２４ １．２倍 ２．１倍

３．２倍

１．４倍５９３

２．０倍

３６８ １．６倍

４２１ ４４７ １．１倍正味資産合計

普通+企業+公社
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